




















火切にしようとする態度

．人やもの，社会，自然などと自分とのつながりを大切にしようとしている。

⑦進んで参加する態度

◎集団や社会における自分の発言や↑j動に責任を持ち，｜‘|分の役割を理解するととともに，

ものごとに笹体的に参加しようとする態度

サ自分の意見や行動に責任を持って，積極的に自分の役割を果たそうとしている。
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②生徒アンケー|､の実施

上記の①をもとに，下記のように4jl

することにした。4月の結果をもとに，

能であり，その結果，学校全体でどのよ

ることもできると考えた。

(アンケート用紙）

と11月に生徒アンケートをとり，その結果を比較・検1討

特に肯定的数11111:が低い項目を中心に，実践を行うことも111

うな結果が出たか振り返りさらなる授業の改善につなげ
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⑤カリキュラムマップの再編成，つけたい力と教科等の関連の一覧表の作成

このように，各教科等がそれぞれの視点で能力・態度の育成にあたることにしたが，その全体像

を可視化し，学校全体でどのように能力・態度を育成しているかが見えるようにしようと考えた。

その1つは，7ページで述べたようにカリキュラムマップを能力・態度別に編成しなおすことで

ある。カリキュラムマップは昨年度ESD関連分野ごとにまとめたものを，今年度，能力・態度

別に編成しなおした。昨年度のものを31ページ～32ページ，今年度のものは29ページ～30

ページに掲載しているので，比較しながら見ていただければ幸いである。昨年度は分野別の実践傾

向を見ることができ，教材の「つながり」が図りやすかったが，今年度は能力・態度別の実践傾向

を見ることができ，能力・態度の「つながり」が図りやすくなっている。

もう1つは，教科等として付けたい力の一覧表を作成することである。これらを33ページ～

36ページに掲載しておく。どの教科等でどういった力を身に付けることができるかがひと目で分

かり，様々な教科等が話し合い，連携しながら，能力・態度の育成にあたることができると考えて

いる。

5成果と課題

（1）生徒アンケートの結果より

10ページ～11ページで述べたとおり，昨年度は4月と11月に，今年度は4月と12月に，そ

れぞれ能力・態度に関する生徒アンケートを実施した。今年度の2年生，3年生については，昨年度

4月から今年度12月までの経年変化を見られるように結果をまとめた。アンケートの結果は39ペ

ージ～40ページに掲載した通りである。

この生徒アンケートの結果を分析すると，各学年によって，肯定的数値が伸びている項目が違うこ

とが分かった。今回は，カリキュラムマップを能力・態度別にまとめたが，それぞれの学年によって

実践が多い能力・態度の項目が，それと相関的に伸びていることが分かった。
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それぞれの力別に，カリキュラムマップ上のそれぞれの力の学年分布とアンケートの結果の相関関係

を詳しく分析する。なお，アンケート結果のグラフは，1が最も肯定的で，以下1，2，3，4の順

に否定的になっていくことを示している。

①代替案の思考力

代替案の思考力に関しては，1，2年生の実践が少ない反面，3年生の実践が多い。アンケートの

結果を見ても，次のように3年生の伸びが著しく，また，数値的にも3年生の肯定的数値が高いこと

から，3年生での実践に特に成果があったことがうかがえる。

｢ア「事実」と，事実に加えられた「考え・意見」を見分けることができる。」
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｢イ他者の意見をふまえて自分の意見を建設的に述べることができる。」

1年生 2年生 3年生
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＜生徒の自由記述より＞

（3年生）

・社会で事実と意見を見分けることができるようになった。

・班活動で様々な人の意見を聞き，それを踏まえた上で，改めて自分の考えを持てるようになった。

',英語，理科のグループ活動で，他者の意見を踏まえ，自分の意見を建設的に述べることができるよ

うになった。

・社会や数学の証明の授業で，事実と自分が考えたことをより明確に分けられるようになった。

“国語で読んだ説明文などで，事実と意見を分ける力が身に付いた。

（2年生）

‘’家庭のグループ学習で，みんなのアイディアを共有する授業で，建設的な意見を言えるようになっ

た。

（1年生）

・理科の授業で，「事実」と「意見」をほとんど見分けられるようになった。

また，3年生のアンケートからは，このように，具体的にどの教科等で，どういった授業で代替案

の思考力が身に付いたのかという記述が多く見られた。一方，2年生や1年生では，代替案の思考力

に関する記述自体が少なく，「建設的に意見を言えるようになった」など，具体的な記述が少なかつ
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た。3年生で代替案の思考力に関する多くの実践が行われ，生徒もそれを実感していることが裏付け

られたのではないかと考えている。

②未来像を予測して計画を立てる力

未来像を予測して計画を立てる力に関しては，2年生から3年生にかけての実践が多い。アンケー

トの自由記述でも，2年生でそれに関する記述が多い。カリキュラム上，2年生の授業でこの力に関

する授業が行いやすいのではないかと考えている。数値の伸びを見ても，以下のように2年生の伸び

が顕著である。

「ウ過去や現在の情報に基づいて，将来を予想・予測することができる。」
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「エみんなと話し合って計画を立てることができる。」

1年生 2年生 3年生
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＜生徒の自由記述より＞

（3年生）

・未来がどうなるかを考えてそれを解決する方法を考える力が身に付いた。

・これから先の未来の資源について，英語の授業で環境についてよく考える力が付いた。

（2年生）

・総合学習で旅行プランを立てるとき，みんなで話し合って計画を立てることができた。

・英語で，国際交流だったり，今世界で起こっていることなどから，個人的に未来を予想できた。

・体育のダンスの時間や国語の班での発表のとき，みんなでよく話し合いながら計画を立てたり，

これからのことについて決めたりできるようになった。

・社会で現在のグラフから今後どうなっていくか考える力が身に付いた。

・社会で資料を基にこれからの日本がどうなっていくか予想することができるようになった。

・未来を予想することを理・社・技・国などでできるようになった。

・国語で古典を学ぶことで昔と今を比較し，昔の人の考えが今につながっていることを知り，未；

つなげていくことを学んだ。

（1年生）

・数学の授業で計算を学んだので，買い物のときに自分のスケジュールなどを考えられるように’

た。

未来に

うになっ
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数学の地震の授業で世の中に起こっていることを実感し，予測することができるようになった。

これらの自由記述からも分かるように，2年生は未来像を予測して計画を立てる力に関する具体的

な記述がかなり多い。3年生も資料やデータの読み取りに関する記述はあったが，そのことで多面的

に物事を捉えたり，それを基に代替案を考えるなどの記述に結びついており，未来像を予測する力の

記述は少なかった。また，1年生は，具体的記述は少なく，数学の授業で近未来を予想できた，とい

う記述にとどまっていた。2年生は修学旅行という大きな行事もあり，「計画を立てる」ことに結び

つきやすいのではないかとも考えられる。

③多面的，総合的に考える力

多面的，総合的に考える力の実践は全学年にわたっており，3年生の前半には実践が少ないものの，

学年があがるにつれて肯定的数値が高くなっている。

「オいろいろな側面やいろいろな人の立場からものごとをとらえることができる。」

1年生 2年生 3年生
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｢力学校の学習内容と実生活や身の回りの環境とのつながりを考えることができる。」

1年生 2年生 3年生
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＜生徒の自由記述より＞

（3年生）

・社会で様々な立場に立って，メリットとデメリットを考えることができた。（同様意見多数）

・英語でJAICAの人の話をきいたり自分でESDのために海外でできることを考えて，国内規模

以上の視点で考えることができるようになった。

・音楽の授業で「日本の歌」を学んだときに，昔の人が作った歌を聞いて，気持ちや歴史を読みとく

力が付き，曲の背景にある様々なことがらを考えるきっかけになった。

（2年生）

・社会でいろいろな側面やいろいろな人の立場から物事を考えられるようになった。（同意見多数）

・社会で資料をいろいろな側面から読み取る力が付いた。

・数学のレポートで日常生活と数学のつながりを考えられるようになった。

・技術で環境と塩作りの関係について学び，環境についていろいろな視点から考えられるようになっ

た。
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塩について，家庭科的視点，技術科的視点で考えることによって，色々な立場で物事を捉えられる

ようになった。

(1年生）

理科の植物の働きや気体の勉強から二酸化炭素増加の問題の対策を自分なりに考えたり，教科の学

習を身の回りの出来事と関連づけて考えられるようになった。

社会の世界の国々の授業で，いろいろな人の立場や側面から物事を捉える力が付いた。（同意見多

数）

生徒の自由記述からも分かるように，社会科はどの学年でも，「いろいろな側面，いろいろな立場」

というコメントを多数の生徒が書いている。社会科教員全員がこのグループに所属しており，題材が

変わっても一貫して多面的，総合的に考える力を育む指導をしていることが分かる。また，他の教科

等も，この力に関しては取り組みやすかったのではないかと考えられる。

④コミュニケーションを行う力

コミュニケーションを行う力は，実践が1年生から2年生に偏っている。そして，アンケートの結

果も，特に1年生の数値が興味深い。①～③は1年生はすべて肯定的数値が下がっている。これは，

中学校での学習が進むにつれて，自分ができていることをより客観的に，より厳しく見られるように

なったと我々は考えているが，④コミュニケーションを行う力に関しては，①～③と違って若干だが

肯定的数値が伸びていることが分かる。1年生の多くの教員がこのグループに所属していることもあ

り，特に1年生にコミュニケーションを行う力に関する指導の成果が出たと考えられる。

｢キ自分の気持ちや考えをうまく人に伝えることができる。」

1年生 2年生 3年生
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「ク他者の気持ちや考えを尊重し，積極的にコミュニケーションを行うことができる。」
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＜生徒の自由記述より＞

（3年生）

・社会で人と意見交換する時に積極的にコミュニケーションをとることができるようになった。

・英語で身近なテーマについて隣の人と話すことで,相手の意見に対する反応やお互いの意見を聞き，
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カリキュラムマップ(今年度のもの）
ESDに閏する分野遜唄気候衰動エネルギー防災世界通産鎌地域文化財国際藝霧平和人相黄塵その他

1年 2年 3年
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’1”…………'…i………'……“！↑,纂縦臓茎麓;iX"｡雲……””郵講<のI霞考萎瀞篭溌潔蕊蕊謡暉侭禽｡”
’“"…雲'………………･－．耀麗鴛驚弓欝……責…’1-1英『リサイクル活動」

ｴ:ﾘｻｲｸﾙや人のたいになるｲぺﾝﾄを考え.ボｽﾀー で提案する力I

183理『いろいろな気体とその性質』6-2家｢世界がもし100人の村だったら一衣生需■-0 1ｳ:漣薄墨屋化の防止のために.これからの生活の中で.皇分がすべきことを考え‘発表でき

上

183理Iいろいろな気体とその性震」酷2家I世界がもし100人の村だったら－衣生活編-」 ｜ﾜ…塞雇'瞳の砺止のために．これからの窒議”で･昌分がすべきこと雷毒‘尭＊
ウ:突験紹果から.二敗化炭漏心礎生することI二気づき二盈化蝋索の性質から地球温哩1と防止素を考える力ウ麺填に記恩した調受生云について考えたり.実践に向けてｴ夫Lたりする力

i 82趣『箪鋤加逸崎l・おIr5肘Ⅲ}と逆遡上乃餓I系を敬学rjI脱

i51数｢比例のグラフと方程式」14-1国｢能八島」 ウ錨んだ詩間から進んだ距離を,間数や図形の既習躯項を用いて数学的に予恕できる力

1ウ:ゲﾗﾌから倫報を銃み取って方狙式をつくり.それを解いて分からない部分を予測で醤る力ゥ:他の怠見を参考にしながら肌撒を柿って｢縮』を階貸し,その魅力を表現する力

80数｢比例のグﾗﾌと方程式｣I’'-3家｢災審に伽えよう』66数『三平方の定理の利用」
ウ:地霞が卵生した嶋所の真上の地点(歴央〕を求め,ゲﾗﾌ観11用して‘s域の蚤1週附刻を予想する力ウ:災害時の姉子を倒分の生活にあてはめて考え災客に傭洋食生溶を工夫ﾘ･る力ウ:三平方の足理書囲いで目的の畏さを求めるカ

ー､”‐!‐‐……－…………………．"…、“…r…"………"．"=………‐4"…r"…”…T、…。…-…………
ｰ■■凸凸■

1……‐2声3社｢11h発の進行とその影響;碩米』：''－1社｢九州地方」54数｢相似な図形『ﾅｽｶの地上絵(世界鋼彦)』』
才:繕”膜か圖然”保腫かのバﾗﾝｽについ逗扱製に謹づいて考え｜蝿する力I赫曼九側飽方の室砂災…因を多扇的に考羅し,多角的にその斡震について考える力か写真の中の,っの墨書謹鯉ることで.他の驫さ置求めるなど.,っの禰報看準螂二

16-1国『大人になれなかった弟たちに．…･』・12-1社『都市の繁栄と元禄文化』l____|___||,I銅L・多くの編報を麺る力｜
才:登軽人拘の行動や1同景描写から心柄を膜み軍る力.埋塗･挿詮の濁方Iオ:元禄文化がおこった雲由について.匿曽率項を活かし樺くら.扱迩I量茎づLTて考える力

｜牙11号鮴｢旱－．'卜山騨L角<ホー''弓1-.f山L《J二，か届も内容の理窮を霊める力
：

1謁理『プラスチックの漣穀と性質j i57扉停,辰《J礎飯職予.t1.号ため;二邑苛の婆題を兜つlｱよう： iｵ:どのようにﾗｹﾂ陸出せば良かったかを考えるカ
カ:実験結果註とに.ブﾗｽﾁｯｸを見分ける方堂について,多面的.縫合的に眼醜する力i1ｵ:合雲的な盤び方について考える力~

｜
｜鰭撫慈鰯職鯉…風……奮鬮…，”…………….,…畷…亀．

13-2音｢ベートーヴヱンのしかけを紐解こう』
’’

15-1社｢厳崎乃遥が細い』_ImI-'<↓珍可人."''|11illl!|;14-3社『伝統文化の継承と創造』～伝統文化を保存･継承する溌昧や意蕊とは～
ｵ:寒暖の墓が激しい土地"ける塞満のｴ夫や．圖分たちとの違いについ"える力’’3-2社｢江戸のｴｺ社会』IIII'1*:伝線文化纏瀬の獄煎について‘綱の魑聖や溌圓の備織･臺緬催簿から多爾的“鯛に識耐る力

I，4-1技｢社会から求められる本立てをつくろう」1ｵ:江戸時代が『ｴｺ社会』と慾っていた理由について‘根拠'零ついて考える力

｜｜蕊鶏鰐釧腫を繕周するとともI…ら書繕合陶に判噺し． 61猿i祷綴的な野粟づくりを考えよう」i79社｢持続可能な金沢市をめざして」
71社『地球頚填問題」 オ:様々な倒壷の錘握を活闇するとともIこ.それらを緯合的に判扇し､曇罰陶を導く力オ:採々な立唱から.風まLい金呪市議について多面的･多角的に毒察するカ

オ:埠球璽譲化を中心として.さまざまな堆津遜襲問題について.その原因と醜憧を多面的･多角的I雲饗する力，
i

l5－2社『世界の地形」l.l.!'lill.19-2'"!野心割坤と上ずﾉ‘則15－2束1良弘.きと自立一郎立必エ夫一』

オ:中学室の食堂活と栄姿について要頚鈩国付硅その薦景を目招してエ夫寸.る力才:日本の目塁這埋について.世界各地との比較の視鼠から考える力Iオ:多面的.黒合的にｴﾈﾙキｰを大きくする要因を考える力

”…"……"園鯵,……しい"…"亀”’，“…‘“
13－1数『平面図形『世界遥舂jを数学的に捉えよう」

176数『耀侭実鵬の輪果をもとに過切な舩撮表示を脅えよ.う、力:日常生活や世の中の出来率を,挿々な桝4等の学習内容とつなIずて考える力
P

2-1理『光合成」；ｵ:様々 な立渦や労え方に応じて･代巍値の有効な使い方を肴えることができる力78社『伝統的な生活を守る人々 のくらし」
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雫:謝った謹覗"ってわかりやすく･卿いている人謹怠騨し"ら‘自分のこと雷蕊鵬で膳ず力｜75美『表札ﾚﾀﾘﾝグ｣．

’!74学校保健｢ストレス対処法を学ぼう」 キ3既腎の『色の知隠｣を用いながら.自分の考えを禍乎に伝える力

’｜ｸ:．…鋳…え遥僅えるどと割冨.“の重鋳…え琴重し,…'=＝ケー"ﾝ蕾壼力!!

キ:自己の技龍･体力に応じて自己に池した作職を考える力
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カリキュラムマップと実践事例の対応表

①～⑦アーサ教科等としてつけたい力

②エリサイクルや人のために
鬮鰯醗鬮蹄藤關關蘭醐…

＝ﾂﾄ掴号|教科等｜学年｜時期|単元･題材名
1－11英語’117上｜リサイクル活動 リサイクルや人のためになるイベントを考え,ポスターで提案する力

蹄
語英 辻

一
蹴

1

臓砺
1－1

闇砺調 &蝋鯛
③
｜
②

実験結果をもとに,プラスチックを見分ける方法について,多面的総合的に説明する力
自分の生活と環境との関わりについて知り，よりよい生活をつくる力

プラスチックの種類と性質

食生活と自立(ゴミの減量）

カ
ー
ウ

31－3理科111プラスチックの種類と性質③力実験結果をもとに,プラスチックを見分ける方法について，多面的総合的に説明する力

41－4家庭12上食生活と自立(ゴミの減量）②ウ自分の生活と環境との関わりについて知り,よりよい生活をつくる力

52－1理科110中光合成③力実験結果をもとに,植物に関わる環境要因について,多面的‘総合的に説明する力

職|蝋:|…蝿澗空一一…蝿盤鰯聯醗醗醗感恩
72－3社会111下開発の進行とその影響(南米）③オ経済発展か自然環境保護かのバランスについて,根拠に基づいて考え,説明する力

僅蕊圃露風蝿国寵蝿画■圃繭瀞蝿醗襲醗認臘醗躍嚇腰閥翻騒騒鰯溌溌翻羅圏隙蕪雑電鰯雛鷺溌澗餓fil…憩鰯蹴覇繍謡議霧霞篭鴬鯉蕊溌‘鰈.ル:鰯熟一
93－2社会27上江戸のエコ社会③オ江戸時代が｢エコ社会｣となっていた理由について,根拠に基づいて考える力
104－1技術111下社会から求められる本立てをつくろう③オ様々な側面の知識を活用するとともに,それらを総合的に判断し,最適解を導く力
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